
その他の医療機関案内について
医療機関案内については、前記の救急相談セン

ターのほかに、下記の機関でも行っています。
◦最寄りの消防署や消防分署、消防出張所
◦東京消防庁ホームページ
　パソコン  http://www.tfd.metro.tokyo.jp
　モバイル  http://www.tfd.metro.tokyo.jp/mob
◦東京都医療機関案内サービス（通称：ひまわり）   電話：03-5272-0303
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　第5回
　長谷川潔 （はせがわきよし）（1891年～1980年）
　第21号1種イ13側1番

長谷川潔は1891年に横浜で生まれました。父の死後東京に移
住し、麻布中学卒業後、体が弱く、また、裕福な家庭であったの
で、特に就職もせずに好きな美術の道へと進みました。そして、
黒田清輝、岡田三郎助、藤島武ニ、バーナード・リーチと実に立
派な先生方に、美術、版画の指導を受けます。

27歳のときフランス・パリに渡り、版画技術の研鑽に努めま
す。当時は銅版画、石版画の技術はヨーロッパでなければ勉強
は無理だったからです。1923年頃から、フランスの国際公募美
術展であるサロン・ドートンヌなどに作品を出品するように
なります。1925年に個展を開き高い評価を受け、翌年にサロン
ドートンヌの会員となったことにより、パリ画壇での地位を確
立したとされています。さらに、1935年にはレジオンドヌール
勲章を受章しています。

1939年に第2次世界大戦がはじまると、ほぼ同時期にパリで
活躍していた美術家である大先輩の藤田嗣治、長谷川と同じ銅
版画の浜口陽三などは日本に帰国しましたが、長谷川はフラ
ンス人女性と結婚したこともあり、フランスに留まりました。
1945年には収容所に収監されますが、知人たちの努力により
1ヶ月後に解放されます。

戦争が終わると活動を再開しました。以後、フランス芸術院に
推薦され、フランス政府から文化勲章を授与されます。長谷川の
活躍には刷師のケネヴィルの存在抜きでは考えられません。ケ
ネヴィルが1970年に亡くなると以後は活動を止めています。そ
れほど、ケネヴィルへの信頼が厚かったのです。長谷川は渡仏後
一度も日本に帰ることなく、1980年にパリで死去します。

長谷川は、当時途絶えていたメゾチントの技法を復活させた
ことで有名ですが、それ以外にも、エッチング、ドライポイント
などの幅広い銅版画を得意としており、モノクロを基調とした
幻想的な作品を数多く残しています。代表作には、『狐と葡萄』

（メゾチント）、『時、静物画』（メゾチント）などがあります。

振り込め詐欺犯人の
   ３つのウソ
●携帯電話の番号が変わった
●キャッシュカードを預かります
●お金が戻ります。ATMに行ってください

※不振な電話があったら警察まで通報をお願いします。

【振り込め詐欺被害の事例】
7月24日、赤坂警察管内の82歳の女性が「振り込め詐欺被

害」に遭いました。
7月23日、被害者の自宅電話に、大阪のりそな銀行のニシオ

カを名乗る男から、
「○○さんの口座から50万円づつ2回、現金が引き出されて

います。こちらから、ヤマガタという行員を向かわせます
ので、キャッシュカードを渡してください。詐欺と間違わ
れると困るので、ヤマガタの番号は0357です。確認してか
ら渡してください。」

と電話がありました。その後、高輪警察を騙ったナカムラとい
う男から、
「りそな銀行の件は誰にも話さないでください。明日1時にヤ

マガタが新しいカードを届けます。」
と電話がありました。翌日、0357番のヤマガタなる男が現れ、
キャッシュカードを預かって行きましたが、新しいカードは
もらえず、おかしいと思って警察に連絡し、詐欺だと分かりま
した。

　いろいろな詐欺の手口があります。注意してください！
●お問い合わせ／赤坂警察署防犯係
　　　　　　　　電話：03-3475-0110（代表）

東京消防庁救急相談センター
急な病気やケガをした場合に、

「救急車を呼んだほうがいいのか
な？」、「今すぐ病院に行ったほう
がいいのかな？」など迷った際の
相談窓口として、「東京消防庁救
急相談センター」を開設しています。

東京消防庁救急相談センターでは、これらの相談に相談医療
チーム（医師、看護師、救急隊経験者等の職員）が、24時間・年中無
休で対応しています。

赤坂・青山にある大使館・観光局［フランス編］

～青南福祉会館にて
　第２・４金曜日13:00～15:00 

　参加費100円（お茶代）～

Franceフランス

外務省HPから引用

●面積　約55万1,695km2

●人口　約61,538,000人
●首都　パリ
●通貨　ユーロ、サンチーム

フランス観光開発機構
〒107-0052 港区赤坂2-10-9
ラウンドクロス赤坂9階
http://jp.franceguide.com/

“Art de vivre” 生きることを楽しむ国
フランスは、豊かな自然

に恵まれており、素晴らし
い景色が広がっています。
ま た、 地 方 に よ っ て 全 く
違 っ た 個 性 を 持 つ バ ラ エ
ティー豊かな国です。

日曜日には、ショッピン
グできるお店が少ないこともあって、公園やカフェで過ごす
人が多く、そこで知り合った人と、さまざまな会話をして休日
を楽しみます。このような休日の過ごし方も「生きることを楽
しむ国」と言われる一つでしょう。

フランスの食
「フランス料理」と聞くと、「高級」と

いうイメージを持つ方が多いと思いま
すが、日本の懐石料理のようなもので、
普段はあまり食べません。フランスの家
庭料理は、「肉を焼く」「鍋で煮込む」
などシンプルで豪快な料理が多く、種
類は日本の家庭料理よりも少ないそう
です。

フランスはワイン、チーズが有名で
すが、地方によってさまざまな特徴があります。

パンは形や大きさで名前が違い、日本でフランスパンと聞
いてイメージするパンは、フランスでは「バゲット」と呼ばれ
ています。パンが主食のフランスで暮らす人々にとってなく
てはならないものです。なお、フランスで「パン」と呼ばれるも
のはバゲットよりも大きなものをさします。

音楽の日
6月21日の夏至の日は音楽の日で、誰

がどこで演奏をしてもよい特別な1日
です。ホールはもちろん、街中でもあら
ゆるジャンルの音楽が演奏されます。

6～7月は夜23時頃まで明るいので、
観光できる時間も長く、フランス旅行
にはオススメです。

「こんなに近い、
　　　日本とフランス」

日仏修好通商条約から150年を
記念して、2年前から相互に観光
交流キャンペーンを実施していま
す。1万km近く離れていて、言葉や
文化、人種も全く違いますが、日
本・フランスはともに古い伝統文
化、観光地が多くあり、実は日本と
よく似ているところがたくさんあ
る国です。

赤坂警察署からのお知らせ

赤坂消防署からのお知らせ

右 か ら2番 目 の 墓 石 に
長谷川潔の名前が刻ま
れていました。

フランス

～港区と岐阜県郡上市との交流～

●10月8日（金）13：00～15：00
キミコ式絵画（赤・青・黄・白の

絵の具だけで屋上菜園でできた
野菜を描きます）
●10月22日（金）11：00～15：00

映画上映会、11時から昼食付
（参加者の皆さんからリクエストの多い映画の上映） 

会場：青南福祉会館1F　☎03-3423-4920

●赤坂地区総合支所
　区民課  保健福祉係　安藤・鈴木　☎03-5413-7276
●NPO法人  エブリィ　  國松・長野　☎03-6427-0828

編  集：港区赤坂・青山地区タウンミーティング 地域情報の発信・交流分科会
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郡上市の小中学生が演じる「高雄歌舞伎」の公演が下記のと
おり行われます。当日は、模擬店の出店などお楽しみ企画もあ
ります。お誘いあわせのうえ、ぜひお
越しください！
    開催日：10月24日（日） 11：00～
    場　所：港区立青山小学校 体育館

●高雄歌舞伎とは…
拝殿で歌舞伎を催した奉納歌舞伎とし

て今に伝えられ、250年以上前から行われていたと言われています。地
元の小学生が中心で演じる「ちびっ子歌舞伎」なども定着してきてお
り、幅広い層に支えられた農村歌舞伎になりつつあります。

●田舎の夏休み体験教室
7月30日（金）～8月1日（日）の3日間、

赤坂・青山の小学4年生・5年生49名が郡
上市を訪れ、木登りや川遊び、野菜朝摘
み体験、星空観察、郡上おどりなどの体験活動を行いました。また、
郡上市小学生の案内によるまち散策、八幡城の見学など、都会では
味わえない体験・交流を通して、自然と生命の大切さや歴史・伝統
芸能を学びました。

●郡上市中学生港区交流活動
8月9日（月）～11日（水）、郡上市の中

学2年生16名が、赤坂・青山地区との友
好を深め、交流体験学習から自分の生
き方や郡上の歴史と未来について考え
る機会を持つことを目的として、赤坂・
青山地区を訪れました。交流体験におい

ては、地区内にある企業などの見学や研修をしたり、区立青山中学
校、赤坂中学校の生徒とともに歴史的に深い繋がりのある拠点を
まち歩きをするなどの交流活動を行いました。
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赤坂青山ふれあいサロンが
７月にオープンしました!

地域の高齢者の皆さんの居場所づくりのサロン・住民の
皆さんのつながり・ふれあいの場がスタートしました！

8月13日のサロンの様子です。

丁寧な手洗いが重要
専用機器での細菌
チェックも披露！

屋上菜園でバジルの香りと秋風の中で収穫
気持ちいい！

青南福祉会館

青山通り
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救急車を呼んだほうがいいのかな？ 迷ったら救急相談センターへ

モ バ イ ル ホ ー ム
ページへは上の二
次 元コードからも
アクセスできます。

救急相談
通信員
・電話の受付
・医療機関の
　案内

救急相談看護師
・救急相談への対応

救急相談医
・相談業務における
　医学的判断プロセス
　の監督と最終決定

●症状に基づく、
　緊急性の有無
　のアドバイス
●受診に関する
　アドバイス
●応急手当に関
　するアドバイス

緊急性
なし

緊急性
あり

医療機関
案内

救急車で
搬送

福祉保健局等
の窓口を案内

受付電話番号
＃7119

迷ったら？　　　　　#7119

 救急相談センター業務内容（平成19年6月1日運用開始）

「みなとタバコルール」を推進しています

まちづくりビジョン・講演会をしました
「赤坂通りまちづくりの会」は、まちを

キレイに安全にしたいと、歩道の清掃、防
犯パトロール、並木のマスに芝桜を植え
る緑化活動をしています。また、これから
の赤坂のまちの方向を示す「赤坂通りま
ちづくりビジョン」を作ろうと準備しています。

それに向けて、7月17日、赤坂福祉会館で「英国に見る、癒され元
気になる建築・まちづくり」の講演会をしました。講師は建築家・港
区まちづくりコンサルタントの連（むらじ）健夫さん。豊富な事例
を紹介されたので、講演後の質疑応答も活発でした。

赤坂通りまちづくりの会・会長今野信三

●お問い合わせ／赤坂地区総合支所まちづくり推進担当
　　　　　　　　電話：03-5413-7038

港区では、条例や罰則で取り締まる方法をとらず、
喫煙者のマナーやモラルに訴える方法で、路上 
喫煙、歩行喫煙、吸殻のポイ捨てを防止する  

「みなとタバコルール」を推進しています。

港区では、指定喫煙所を設置するとともに定期的にクリーン
キャンペーンを実施し、地域清掃や啓発品の配布を行っています。

さらに目につきやすい場所に路面シールを貼付するなど、日常
的な啓発にも努めています。

港区を安全できれいなまちにするため、皆さんのご理解とご協
力をお願いします。

●お問い合わせ／赤坂地区総合支所協働推進課活動推進係
　　　　　　　　電話：03-5413-7272

 「みなとタバコルール」は、港区のルールです
 ☆タバコは決まった場所で立ち止まって吸いましょう
 ☆吸殻は灰皿に捨てましょう
 ☆吸わない人の健康のことも考えて喫煙しましょう

タバコのおばけ、
タバコバケ

 あー楽しい。
家族やお友達に
プレゼント
  できるわね!

赤坂地区防災ネットワーク
　～防災施設見学会～   防災を通じた交流の場

赤坂地区防災ネットワークでは、毎年3月に防災施設見学会を行っ
ています。立川、本所や池袋にある防災館で、消火器の使い方、心肺蘇生
法、AEDの操作方法や大地震での安全確保の方法などについて、体験を
通じて学んでいます。

参加者の方からは、「消火器の使い方のような基本的なことでも、繰
り返し訓練することが必要だと思った」、「地震の怖さを改めて知り、
日頃からの災害への備えが大切だと感じた」などの声がありました。

また、防災館の体験後には、工場や博物館の見学や庭園散策などを行
い、地域の皆さんが楽しく相互に交流を図っています。

さらに、近年では青山地区防災協議会の皆さんと合同で防災施設見
学会を実施しており、地域のつながりの輪が広がっています。

町会・自治会では、防災、防犯、地域清掃や
お祭りなどの幅広い活動を行っています。
このような活動は、地域で住み、学び、働く
方々が恩恵を受けている大切なものです。

町会・自治会に加入して、一緒に安全・安
心で快適に暮らすことができるまちをつ
くっていきませんか？

今号では、町会・自治会の皆さんの幅広い活動の中から、防災にス
ポットを当てました。赤坂・青山には、町会・自治会などから構成されて
いる地域防災協議会が1団体ずつあります。その防災協議会の活動を紹
介します。

町会・自治会に加入しましょう

青山地区防災協議会
  ～避難所運営訓練～  地域の力で避難所を運営

港区では、区立の小・中学校などが大規模災害発生時の避難所となっ
ています。ただし、災害時には区や学校が主体的に避難所の運営を行
うことが困難なため、地域防災協議会の皆さんに中心となって運営を
行っていただくことになります。

青山地区防災協議会では、町会・自治会の皆さんや学校・区の職員が
議論を交わしながら、青山小学校・青南小学校・青山中学校の避難所運
営マニュアルを作成しました。

さらに、マニュアルをもとに訓練を行い、参加者の意見や感想をそれ
に反映させ、より実践的なマニュアルとなるよう取り組んでいます。

最初は避難所運営のイメージを持つことも難しかったようですが、
マニュアル作成会議や訓練を重ねることで、地域の皆さんの「自分たち
のまちは自分たちで守る」という気持ちが強くなっています。

また、地域防災という一つの目的に向かって、各町会・自治会が協力して
活動することで、横のつながりを深めることができたのも大切なことです。

赤坂・青山地区
地域事業

港区と郡上市との繋がり
歴史は、江戸時代まで遡ります。徳川家康家臣『青山忠成』公が、現在の

青山地区などを屋敷地として拝領。時を経て、忠成の6代目子孫『青山幸
道』が、美濃郡上藩の領主に。以後、廃藩置県まで青山家が郡上八幡の地
を統治しました。

以上のことから、港区、郡上市、青山外苑前商店街振興組合、郡上市観
光連盟の四者は、平成20年6月、「商店街友好都市との交流に関する基本
協定」を締結しました。

11月中～下旬に赤坂駅周辺にて、『第4回赤坂メディアアート
展』を開催します。当日は、赤坂に若手アーティストが集結。キャン
バスを並べ、来場者の似顔絵を描き、プレゼントするなどアートで
赤坂の街を盛り上げます。また、上記期間中に赤坂・青山地区の子ど
も向けに、人物画に関するワークショップを開催します。詳細は、広
報みなとなどで随時お知らせします。ご来場お待ちしています！

●お問い合わせ／赤坂地区総合支所協働推進課地区政策係
　　　　　　　     電話：03-5413-7013

赤坂・青山地区地域事業～赤坂メディアアート展を開催～

10月のサロンご案内

お問い合わせ先

食中毒対策講座
（講師　みなと保健所・玉置みづほ）

「割ったりヒビの入った卵は冷蔵庫内で
も放置禁物」「家で冷凍した食品はもっ
て一週間」など必須情報がいっぱい。

手あそび
リボンのスト
ラップ・紙の
カードケース作り

町会・自治会加入の
お問い合わせ

赤坂地区総合支所
協働推進課
活動推進係

電話：03-5413-7272

ぐじょう

●お問い合わせ／赤坂消防署　　電話：03-3478-0119（代表）
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と繊細なテクニッ
クで見る人達に感
動を与え、絶賛され
ています。また、ブ
ライダルにおいて
日本の伝統美を守
るため、和洋の両立
を提唱し、15年前か
らアジア各国の民
族衣装の伝承にも
力を注いでいます。

デザイナー、プロデューサー、経営者という3つの顔を持ち、多数の
著名人が桂さんのドレスで結婚することでも脚光を浴びておられま
すが、実際にお会いすると、穏やかで慈しみ深い印象でした。そして
それは、周囲の方々と強い信頼関係を持ち、『人』を大切にされる先
生のお人柄から滲み出るものと感じました。尊敬されるお母様の亡
き後、お母様が生前に愛用していた帽子からヒントを得たターバン
は今や桂さんのトレードマークとなっています。

現在は乃木坂の高台に建つ、白亜の『桂由
美ブライダルハウス』。 幼少の頃からおとぎ
話が大好きだったという桂さんは、プリンセ
スのように輝くことを夢見る花嫁のために、
これからもここから世界中にブライダルの
可能性を発信し続けられるのでしょう。

神武・岩戸景気（1950年代後半）の赤
坂は、最盛期には400人の芸者衆、80
もの料亭が軒を連ね人力車が往来す
る町で、黒塗りの車が並ぶのが常でし
た。それが、景気や社会の変化で、東京
に現存する「六花街」（新橋、浅草、向
島、芳町、神楽坂、赤坂）ではあります
が、料亭7軒、芸者衆28名と、その賑わいは衰えてゆきました。

花柳界の衰退で「街が汚くなった」と彰子姐さんは言います。街の
文化が廃れ始めると、街への愛着が薄れ、ゴミの出し方・臭いなどの
問題も起こります。今こそ、街に関わる団体や個人が総力を合わせて

街をもりたてていく時と実感
し行動する姐さんです。

1949年（昭和24）から続く伝
統芸能の「赤坂をどり」のテレビ
映像で彰子姐さんを初めて目
にした父は、その人生の選択を
認めて一言「ただ、普通の人間
であることを忘れるな」と語っ
たそうです。「普通の人間」とし
て師や学友、周りの人々への感
謝の気持ちに溢れる彰子姐さ
んは、今日も、この赤坂の街の再
生の糸を繋いでいます。

リート層は、精神科やカウンセリングに行くことを敬遠しがちです
が、ポジティブに考えてほしいんです。また、それと似た現象として、
介護保険が始まって多少ましになりましたが体裁を気にして認知症
の人を家に閉じ込めて外に出さないという傾向が強い。むしろそれ
では逆に症状を進行させる恐れもあります。認知症の人を好きに歩
かせたり、なじみの店で買い物をさせたりすると進行を遅らせます。
これまでの生活を変えないことが大事です。独り住まいでも一人で
生きていけるものです。その意味でむずかしい面はあるでしょうが、
高齢者への対応をしっかりやっていただきたいですね。

超高齢社会になった現代、そんな問題に対応するため私の勤める
国際医療福祉大学大学院では、作業療法士、看護師の指導者教育や研
究者の育成を図っていますが（大学のほうは作業療法士や看護師の
育成ですが）、青山には臨床心理の大学院生が我々スタッフの指導の
もとで行う心理相談室を設けています。1回2000円でカウンセリン
グも受けられるので利用されるのもいいかと思います。ここでは自
分自身あるいは家族の悩みなどの問題解決の手伝いをしています。」 

●国際医療福祉大学大学院 青山心理相談室（電話03-6406-8624）

先生は青山の魅力をどう診ておられますか？
「ここは、チャレンジングな息吹が感じられます。日本の中でトップク

ラスになろうという挑戦心の旺盛な人が多いと思います。特に食べ物は
そんな雰囲気に溢れていて嬉しい街です。和食であろうが、フレンチ、イ
タリアンであろうが、シェフの心意気がビシビシ伝わってきます。」

移転してきて、赤坂はさらに変貌していきました。
そんな赤坂で育った美奈さんは箱入り娘一直線。何不自由な

く育ち、腰かけ就職、結婚、離婚の女の人生を経て、27才のある
日、突然マグマが噴出するように、強くゆるぎない思いがわき「こ
れが私の生きる道」と、1997年（平成9）4月1日ホッピービバレッ
ジ株式会社に入社しました。ここから会社を改革する様々な挑
戦・奮闘が始まります。2003年（平成15）、取締役副社長となり、
ホッピー発売55周年「55ホッピー」を製造販売。2000年にはe
ビジネス着手。2006年（平成18）に初めての新卒採用。全身全霊
をかけて、全方位にアンテナを張り、猛スピードで改革しつづけ
た結果、入社14年にして売上年商4倍に成長させました。そして
2010年（平成22）の創立100周年記念式典後、ついに三代目代表
取締役社長に就任。第三創業、新しい時代に向けて、新しいホッ
ピー文化を発信し続けているのです。

赤坂は包容力のある場所、和も洋も、歴史も進化も包み込み、
懐の深いまち、のびのび自由で楽しいまちで大好きとのことで
す。でも自分に厳しく素直で、謙虚でなければ居続けられないと
ころでもあるとのこと。美奈さんと社員との共育奮闘ぶり、みんな
に愛される元気な会社のつくり方
などをもっと知りたい方はアクセス
してください。面白くて元気になり
ます。

どこの街にもそれぞれの表情があります。まちのたたずまいと住
む人の暮らし方が、表情をつくるのです。

赤坂・青山には、様々な分野で活躍されている「人」が大勢いま
す。その活躍により「赤坂・青山」のイメージが築かれ、多くの人々
が訪れるまちとなったのでしょう。

今回の特集は、そんな地域で活躍してこられた「人」にスポットを
当てて、赤坂・青山とどのように関わってきたのか覗いてみたいと
思います。

国内はもとより、世界各地で活躍する建築家・隈研吾さん。1954
年に横浜に生まれ、現在は南青山に「隈研吾建築都市設計事務所」を
構えています。青山にある「梅窓院」の寺院棟をはじめ、2009年にリ
ニューアルした「根津美術館」の設計も担当。そんな隈さんに最初に

「何故青山に？」という素朴な質問をしてみると、ゆったりとした仕
草と物腰で言葉を選ぶように語りはじめてくれました。

私と青山
「子どものころ、東横線の大倉山に住んでいましたが、渋谷にある

「東京都児童館」にはよく遊びに来ていました。高校時代には、有栖川
公園に隣接する「東京都立中央図書館」に足繁く通い、そのついでに
青山エリアにも足を伸ばしていました。大学もキャンパスは駒場で
したが、神宮外苑のテニスクラブのメンバーになっていたこともあ
り、やはり青山に来ることが多く、国立競技場内のスポーツクラブも
積極的に利用していました。そのため、青山は、自分の若い頃の日常
があった場所で、馴染み深く、忘れがたいプレーゾーンです。」

青山の魅力
「世界一流の研ぎ澄まされたセンスをもつファッショナブルな表

の顔を持つと同時に、その一歩裏手に入ると、人の気配を濃く感じる
日常の世界が広がっていること、寺社が多く、聖なる空間を感じるこ
と、国立競技場・神宮球場、秩父宮ラグビー場などの公共施設も、最近
の「詰め込み」すぎた窮屈なものではなく、適度な樹木と広場との配
置で「のびのび」していることなど、機能や空間が重層しているとこ
ろに、このまちの魅力を感じます。村上春樹氏の小説に『外苑前の駅
を出て異空間にワープする』という表現がありますが、まさにそうい
う感じ。多様な表情を持つまちが好きで、精神性が損なわれなく生き
ている空間が大事なんです。」

これからの赤坂、青山について
「赤坂・青山エリアは、多様な表情を持っていることが魅力なので

す。大規模なスクラップ＆ビルドのような開発より、小さな開発、民
家的なものをどう残すか、歴史や精神性をどう尊重するか、この手直

し的発想がいいと思
います。ビルの谷間
に、低層の戸建て住
宅が品良く生息して
いる感じ、世界のど
の都市にも、この多
様性を内包したまち
はないですよ。

また、20世紀の主
役は、コンクリートの
型枠への流し込みと
鉄やガラスでしたが、これを見直す感性が求められています。小さな
都市計画の積み上げが、まちの魅力を創るのです。現地の素材、精神
性、風土、社会を形づくっているものが「何か」をきちんと見極めて、自
分で体験して、ディテールに気配りして取り組むことが大切です。」

自らが手がけられ
た「根津美術館」で
は、神宮の神聖な森
の精神性をどう尊重
し、表現するかにポ
イントを置いたとい
うこと、そして「梅窓
院」の竹林参道と、青
山通りをはさんで北
青山通りにあるNTT
脇の通路は互いに呼

応し合う「小さな都市計画」の姿であるとの解説をいただき、いかに
まちの精神性を重視し、かつ都市と建築、一つの建物とまちの調和を
鋭い感性と深い考察で探求されているかを知りました。そこには、新
しい精神性と感性を軸にし、根の張った着眼点を兼ね備えられた「新
しい建築家像」を見る思いがしました。

乃木坂を拠点に活躍する
世界的に有名なブライダルデザイナー

桂由美さん （ブライダルデザイナー）

乃木坂界隈を散策するお姿を
お見かけすることもある、桂由
美さん。『世界中の花嫁の幸せ
な顔を見たいから』との強い思
いで、ブライダルファッション
界の第一人者として世界的にご
活躍されています。

スタートは、46年前に一ツ木
通りに小さなブライダルサロン
をオープンさせたことでした。
当時の日本には「ブライダル」と
いう言葉さえなく、ウエディン
グドレスでの挙式がわずか3％
という時代でしたが、それでも
ウエディングドレスを着たいと

いう花嫁たちの願いを叶えるために、生地の開発はもとより、ブライ
ダルに関するすべての小物の開拓など、無から生み出す困難を、夢と
情熱と信念と、並はずれた慧眼でのりこえてこられました。

1981年に参加した初のニューヨークでのブライダルショーを
きっかけとして、桂由美の名は知れ渡り、今ではパリオートクチュー
ルコレクションをはじめ、世界各国で「日本ならではの美を伝える」
を一貫したテーマに作品を発表し続けています。斬新なアイデイア

赤坂花柳界デビューから半世紀。彰子姐
さんは現在、東京赤坂組合の赤坂芸妓組
合長として芸者衆をまとめ、文化伝承のた
めに町会・商店会や区役所を奔走していま
す。薄茶の間道の着物に藍の帯、その細腰
の立ち姿は一本筋の通った姐さんの生き
方そのもののようでした。

6歳で大好きな踊りを習い始め、戦時中
は製紙工場で有名な富岡に疎開。その中町
が花街の中心地で、高名な踊りのお師匠さ
んにつくことができました。厳しい稽古に

耐え、芸者衆の踊りを目の当たりにしてはその芸を吸収し、末は踊り
のお師匠さんを目指していました。

ところが、終戦後東京に戻ると、「『歌舞伎座で一度踊ってみたい』
という夢が赤坂花柳界で叶う、女性も歌舞伎座にあがれる」ことを知り
ました。地元の名誉職にあった父には言えず、「貴女の人生だから」と
応援してくれる母の理解を得て、赤坂芸者の道を歩み始めたのです。

赤坂交通安全の集い（於赤坂サカス）

ユミカツラパリーオートクチュールフォーレンタル 

桂由美ブライダルハウス本店

青山を拠点に活動する
心の時代のスーパーサポーター

和田秀樹さん（精神科医）
　　　　 （国際医療福祉大学大学院教授）

和田秀樹さんがすごい人気です。
心の病を癒してくれる精神科の名
医ですが、時局や事件に対する新鮮
で鋭い見識は聞き手をうならせ、大
学受験を控えた高校生は卓抜な合
格への挑戦法を教えられて救急車
が飛んできた思いがするといいま
す。こんな人が身近にいてくれれ
ば、どんなにありがたいことでしょ
う。幸い、先生の拠点とされている
のが、この青山。忙中の閑を割いて
いただき、お話を伺いました。

いまアルコール依存症やDV（暴力）が
社会問題化していますね。

「アルコール依存症やDVは、おかしい人が犯すものと思われがち
ですが、実は真面目でバリバリ仕事をしている人が、ストレスがた
まって引き金になることが多いのです。そんな場合、日本社会ではエ

赤坂で創業100年
お騒がせ跡取り娘 ホッピーミーナ

石渡美奈さん
（ホッピービバレッジ株式会社 代表取締役）

創業100年で3代目社長が女性、赤坂老舗の
落ち着いた会社だろうと思いながら取材で訪
問した本社は、社員55名、平均年齢31才、平均
勤続年数6年の若者達のベンチャー企業のよう
な活気あふれる雰囲気でした。

赤坂の地で、祖父石渡秀によって1910年（明
治43）、ラムネ作りから始まった「秀水舎」。1948
年（昭和23）、社名を「コクカ飲料株式会社」と
変更し、本物のホップを使った本物のノンビア

（ノンアルコールビール）を「ホッピー」として
製造・販売をはじめましたが、当時は敗戦直後

で、工場を建てた赤坂5丁目交番あたりは焼け野原だったそうです。大
手メーカーに先駆けて、低カロリー、低糖質、プリン体ゼロの「ホッピー」
の誕生です。

1963年（昭和38）にはアメリカの炭酸飲料の日本進出に対抗して、国
産初のブラウンソーダ「コアップ・ガラナ」を売り出しました。1967年（昭
和42）、石渡光一（現会長）がニ代目就任し、調布に工場を移転。1995年

（平成7）に、地ビール「赤坂ビール」「深大寺ビール」を製造・販売開始
し、社名を「ホッピービバレッジ株式会社」と改名しました。

赤坂に住み始めたのは1973年（昭和48）、美奈さんが小学校2年生の
ときだそうです。当時の赤坂は、地下鉄千代田線の工事がはじまり、町
の様相が一変しはじめたころ。そして1980年（昭和55）にTBSが現在地に

国立小劇場にて「藤娘」

著書　「社長が変われば社員は変わる」（あ
さ出版）、「ホッピーでHAPPY!」（文春文庫）、

「ホッピーの教科書」（日経BP社）
ホームページ　ホッピービバレッジ株式会社

（http://www.hoppy-happy.com/）、ブログ：
看板娘ホッピーミーナのあととり修行日記

（http://www.hoppy-happy.com/blog）、みー
な手帖（http://www.hoppy-happy.com/blog-
notebook/）

赤坂在住35年
赤坂のまちづくりの応援団長

宇崎竜童さん（ミュージシャン）

今 回 で2回 目 と な る「Swing
赤坂2010」。これは、赤坂地域の
様々な場所で音楽を発信し、赤坂
の魅力を再発見してもらおうと
いう地域の皆さん主体のイベン
トです。歌手・作曲家・俳優・映画
監督としてご活躍されている宇
崎竜童さんは、このイベントに応
援団長として参加されています。
赤坂在住35年、「ノヴェンバー・
イレブンス1111」というライブ
レストランを赤坂で経営されて
いらっしゃいます。　

参加のきっかけは？
「赤坂商店街協議会の皆さんから、赤坂の街をもう一度活

性化させたいというお話をいただき、自分が携わっている
音楽という面からこのイベントを盛り上げることができな
いかと思い、参加させていただいています。」

宇崎さんは赤坂在住35年になられるそうですが…
「以前は、古いお屋敷や料亭が立ち並び･･･といった風情

でしたが、今やコンビニやチェーン店のコーヒーショップ
などがそれに取ってかわるようになりました。便利になる
のは良いことですが、街の一員として、昔ながらの街並みや
昔からこの赤坂に住んでいらっしゃる方々の想いも大切に
したいなと感じています。」

読者へメッセージを！
「赤坂は、古いものと新しいものが混在しています。すぐ

近くに赤坂御所や江戸を感じる商店などがある一方で、時
代の先端を発信するメディア会社が多数存在しています。
また、渋谷や銀座や新宿や、東京のどこに行くにも便利な場
所でもあります。通勤や通学で赤坂を通過するだけの方に
も、この街の良さというものを是非知っていただきたいと
思います。この「Swing赤坂2010」がそのきっかけになれば
と願っています。」

梅窓院や根津美術館を設計
青山を拠点に活躍する世界的建築家

隈研吾さん（建築家）

赤坂在住35年
赤坂のまちづくりの応援団長

宇崎竜童さん
（ミュージシャン）
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（建築家）

乃木坂を拠点に活躍する
世界的に有名なブライダルデザイナー

桂由美さん
（ブライダルデザイナー）

赤坂の街の再生の糸をつなぐ
赤坂花柳界の屋台骨

彰子姐さん
（東京赤坂組合 赤坂芸妓組合長）

青山を拠点に活動する
心の時代のスーパーサポーター

和田秀樹さん
（精神科医）
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お騒がせ跡取り娘ホッピーミーナ

石渡美奈さん
（ホッピービバレッジ株式会社 代表取締役）
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上智大学にて留学生に踊りを披露（留学生撮影）

今回お話をお伺いしたのは、各界で活躍されている方々ばかり。この場を借りて、お礼を申し上げます。
また、本当に色々なお話をお聞かせいただきましたが、紙面の都合でほんの一部しか掲載することが
できませんでした。ご了承ください。

看板商品ホッピーと
キャラクターMr.ホッピーを

形取った名刺デザイン

「Swing赤坂2010」（にいまるいちまる）開催概要
2010年9月30日（木）・10月1日（金） 
縁日17:30-20:00/ライブ18:00-20:00

①赤坂通りエリア
②一ツ木・みすじ・エスプラナードエリア
ほかストリートミュージシャンスポット

赤坂まちづくり代表会議／
赤坂商店街協議会

日 時

会 場

主 催

昨年のイベントの様子

外観 ©藤塚光政

根津美術館
東武鉄道の社長などを務めた実業家・初代根津嘉一郎が
蒐集した日本・東洋の古美術品コレクションを保存し、展
示するため、昭和16年（1941）に開館。2009年に本館をリ
ニューアル。この本館を設計したのが隈研吾さん。和風の
家屋を思わせる大屋根をもち、竹などの自然素材を生かし
ながらも、ガラスと階段を効果的に使い、ダイナミックな
印象を与えています。

●所在地：〒107-0062 東京都港区南青山6-5-1
●TEL：03-3400-2536　●FAX：03-3400-2436
●開館時間：午前10時～午後5時（入館は4時30分まで）
●休館日：月曜日・展示替期間・年末年始
　　　　 （ただし、月曜日が祝日の場合、翌火曜日）

隈研吾氏プロフィール 
1954年横浜市生まれ。栄光学園高等学校卒。
東京大学工学部建築学科卒業、同大学院建築意匠専攻修士課程修了。
その後、コロンビア大学建築・都市計画学科客員研究員を経て、1990年隈研吾建築都市
設計事務所設立、代表。現在、東京大学教授（大学院工学系研究科建築学専攻教授）隈研吾
研究室。学術博士。
Kuma＆Associates Europe（仏・パリ）代表。
著書　「建築的欲望の終焉」「グットバイ・ポストモダン」「負ける建築」他多数。

著書　「世界基準の女になる!」(徳間書店)　
　　　「桂由美マジック」（集英社）等多数あり

赤坂の街の再生の糸をつなぐ
赤坂花柳界の屋台骨

彰子姐さん（東京赤坂組合 赤坂芸妓組合長）

表紙イラスト
中原 収一さん　　　　　　   イラストレーター（青山在住）
残暑で色あせた街に、少しのにわか雨で車道のアスファルト
や、歩道のタイルが色づき通り向うの店の窓際で、人待ち風に
座っているひとを見かけたとき、いつかどこかで観た映画の1
シーンのような気がしました。

詳しくはホームページをご覧ください
http://swing-akasaka.com


